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〔編集後記〕
千葉医学会雑誌も齢〈よわい)43を数えるようになっ
た。巻頭で小林龍男教授が述べられているように，今回
から新しい編集方針でこの雑誌は発行されて行く。雑誌
が会員に奉仕する，会員が雑誌を盛り上げる，両者が協
力してこの雑誌が成りたつこと，皆さん百も承知であ
る。千葉医学会雑誌を改めるにしても学術雑誌としての
本筋はこれからも守らねばならないので，まず 6名の教
授による編集会議がもうけられた。総説の執筆を依頼す
ること， CPC，症例報告を掲載すること，寄稿された原
稿〈原著，速報など〉を正しく編集することなどがおも
な仕事である。千葉医学会が主催するもの，他学会の情
報，医学会の印象報告，海外視察談など会員から楽しい
記事をいただいて随時にこれを掲載して行くことにす
る。
編集後記は編集会議メンバーに毎号にわたり書いてい
ただくことになる。千葉医学会からみて何かその時の最
大の関心事を簡単に印象ずけてもらいたいと思ってい
る。
今回私は大学院学生の入学について考えてみたい。国
家試験を受けなかった大学院学生および研究生は，基礎
医学を主科目とすることで入学および入室が許可される
ことになった。論文提出期限を確保するための温い処置
である。最初にインターンをやり，最初の国家試験を受
けた私にとって，当時を振り返ってみると，やはりこの
制度に猛反対したことをおぼえている。しかし制度が完
全に実施された場合には，学生時代に得られなかった臨
床実習を与えられるとして，また専門に進む前段階とし
て，このような研修は，大切なことだとしたので、ある。
残念ながらその制度の完全実施がないまま今日iこ至って
いるところに問題を起こした最大の原因があるように思
われる。医学教育全体についてみてもこれと同じような
不合理が随所にみられるようである。大学院制度におい
ても現在のままに推移すれば遠からず同様の混乱が起き
てくるであろうと思われる。主科目，副科目，選択科目，
その単位，最終試験，論文審査と大学院規程はどれをと
りあげてもまったく美事なものである。しかし現在それ
らが完全に実施されているとはいい難い。その結果すで
に大学院制度に対する不信を論ずる人がいる。いやそう
いった人が多いようである。私にいわせるとこの人達こ
そ率先して大学院制度を改善するよう努力してくれては
どうであろうか，と思うのである。しかし，その人達は
間違いなく次のように反発する。文部省が予算の裏付を
してくれないとはじまらないとか，大学当局が無関心で、
あるとか，学生に熱意がないからという。インターンと
厚生省，これまでの両者の関係と何か共通点があるよう
に思われてならない。ともあれ，このような制度と現状
のもとで作られ，提出された論文を千葉医学会雑誌が掲
載しているのである。したがってこれからもっとすっき
りとした大学院の姿をとってくれるなら，そうなれば論
文の水準が今よりずっと高まるのではないだろうか。若
い人の意欲に満ちた論文もでてくるのではないだろう
か。私はそれを望んでいるのである。(本間三郎〉
